


受話器を握り締め、一言も発することなく彫像のように立ち尽くす真山を見て、いぶかしげに北山が声を掛けた。

「おい、どうした？」

その問いには答えず、やがて真山はゆっくりと受話器を置いた。

何も言わぬままに。

「なんだ？　誰からだったんだ？　おい真山！」

「…鴉の奴、でした…」

「ぁんだとっ！？」

北山の顔つきも変わった。

「『約束通り、決着をつけよう』って。果たし合いのつもりなんでしょうか。アイツ意外と古風だな…」

「バカ！　んなこと言ってる場合か。野郎、今度こそ本気でくるぞ。勝てんのか？」

「さあ。負けようとは思いませんが」

「あったりまえだ！　それよか野郎とっつかまえるのが先だろ！　あのじゃじゃ馬ぶった斬ったんだって奴の仕業じ

ゃねぇか、おい！　電話よこせ！！」

「どこにかけるんですか」

「とりあえず柴犬のとこだ。かせ！」

机のアドレス帳をひっつかみ柴田刑事の連絡先を探そうとした北山の手を、真山が抑えた。

「なにしやがる」

「…奴、何か今までと違ってました。何てゆうか…サバサバした感じがしましたよ」

「それがどうした！」

「北さん。連絡は待って下さい。いきます」

「なんだって…」

北山が言葉を詰まらせた。

「鴉とは遅かれ早かれ決着をつけなければならない。アイツは僕、裏返しになった僕自身なんです」

しんと静まった面持ちで真山は北山の方を向いた。

「県央綜合警備保障でＳＳチームに所属していた時から、鴉との因縁は始まっていた。運命なんて格好いいものじゃな

いけれど…　僕はあの会社で豪田や酒井、沼田チーフ、色々な人に出会えた。北さんとも。それが今の僕を作ってく

れた。でももし違っていたら、僕が鴉になっていたかも知れない」

「おまえはおまえだ。他の何かになる訳ねぇだろが」

「可能性ですよ。アイツは僕の進むかもしれなかった可能性そのものなんです。だから倒さなきゃならない」

「だがな真山…」

「いかせて下さい。場所は晴海埠頭。１０時まで待って僕から連絡が無かったら、その時はお任せします」

北山は黙って真山を見た。

変わらぬ顔の裏に、断固とした決意が見え隠れしていた。



暫くの沈黙の後、北山が太い溜息を吐いた。



◇

どしゃ降りの中、二つの影が対峙していた。

埠頭の真ん中。横殴りの雨が視界を曇らせていた。

「お前と初めてやり合ったのがここだ。最初で最後の、狩れなかった獲物。真山、お前と決着をつけるにはここがふさ

わしい」

怒鳴るように鴉…堀川烈が言った。

「いぃ〜い雨だ。砂漠の雨はケチで気紛れだった、ニッポンてのは悪くない国だな」

「…」

霞む視界の中で、真山はじっと堀川を見ていた。

ククリナイフを手に佇む堀川の姿から、澄んだ殺気が放たれていた。

真山のよく知る、あの黒く澱み折り重なった怨念のような重々しい殺気ではなかった。

「鴉…貴様、何を考えてる」

「？」

「こんな所へわざわざ呼び出してみたり、それに貴様の殺気も。らしくないじゃないか、え？」

堀川は微塵も動かない。

「殺りたきゃ黙って襲ってくりゃいい、それが貴様のやり方だった筈だ。真正面から正々堂々なんてのは俺達ＳＳの流

儀じゃない、違うか」

「…俺も、飽きたのかも知れない…」

「なに？」

「なんでもない。さぁ、殺ろうぜ」

雨に煙る堀川の姿が、ゆらぐことなく真っ直ぐに近寄ってきた。

雨粒は不思議と堀川の躯にあまり当たってこなかった。

真山は目を剥いた。

斬り捨てられた自分の姿が瞬間、脳裏をかすめた。

◇

どれ位、眠っていたのだろう。

机につっ伏したまま寝ていた加夏子を起こしたのは携帯電話の着信音だった。

外はもうすっかり暗くなっていた。

「もし…もし？」

「お姫サマかい？　僕だ、九十九だ」

「長官…　どしたの？　殉になにかあったの？」

「その殉君の事なんだが。君のお父上には別途相談したい事もあるが、今は違う。試したい治療法がある。その為に彼

のお兄さんの協力が必要なんだ。彼の居場所について君は何か知らないか？　一刻を争うんだ、知ってる事があったら



教えて欲しい」

　

殉の兄と聞いて、加夏子は一瞬、身体をこわばらせた。

「ごめんなさい。尾道で一度会ってから、ワタシも殉も会ってないんです。どこにいるかも判らない。全然しらないん

です」

「そうか」

電話の向こうで、九十九が落胆する様子が伺えた。

…もしかすると、あの人なら…

加夏子は呟いた。



◇

都内に入ると天候が激変した。

まるで台風のような豪雨の中を、九十九と加夏子を乗せたクラウンは晴海へと向かっていた。

ハンドルを握っているのは恒彦だった。

「先生…　加夏子は置いてきたほうが良かったんじゃないかな」

もう何度目かの愚痴をいいながら、恒彦は前方を睨んでアクセルを踏み続けた。

視界は最悪。気を抜けば事故に直結する。

「パパ、ワタシが自分で行くって決めたの。いいから黙って運転にシューチューして」

「しかしなぁカナ、お前を斬った奴だぞ、またなにをしでかすか判らんのだぞ」

「その時は私が止めます、清水さん。御心配でしょうが任せて下さい」

「先生が武術の達人だというのは加夏子から聞いています。いますが…」

「奴とは一度戦っています。やりくちは判っていますから」

…

「長官。真山さん大丈夫かしら？　強いんでしょ、ジュンのお兄さんって」

加夏子の声が曇った。

「強い。もしかすると先輩よりも。僕と先輩の腕の差は殆ど無い筈だ。その僕が奴にはバッサリやられた。殺されはし

なかったけどね。マトモにいったら危ない」

「それじゃあ…」

「いいかい。僕らは戦いに行くんじゃない、奴を説得しに行くんだ。それを忘れないでくれ。戦場に立った奴は殉君で

も殺すだろう。だから『立たせちゃいけない』んだ。判るね？」

加夏子は小さく頷いた。

「いい子だ。さ、急ぎましょう清水さん」

「おう」

恒彦は更にアクセルを踏み込んだ。

◇

致命傷は負っていなかった。

それでも、かなり深い傷を幾つも受けていた。

堀川の斬撃の速さは真山の反射速度を明らかに上回っていた。

死角を衝く合気道特有の体捌きだけが真山の命綱だった。

だが叩きつける雨が、彼の身体から容赦無く血を流し去ってゆく。

体力とともに。



大きく間合いをとり、真山は息を整えようとした。

荒い呼吸を繰り返しても、身体に酸素はとり込まれない。

血が足りなかった。

「そろそろ終わりにするか」

頬の傷から血を流しながら堀川がゆっくりと近付いてくる。

真山のナイフはそれ以外に目立った傷をつけていない。

力の差は歴然としていた。


